
３

Ｔ
Ｒ
Ｑ

Ｊ
Ｐ
１

混
合
物
及
び
練
り
生
地
並
び
に
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス

⒜

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
の
⒞
に
規
定
す
る
品
目
に
該
当
す
る
原
産
品
で
あ
っ
て
、
無
税
と
な
る
も
の
の
各
年
に

お
け
る
合
計
割
当
数
量
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

年

合
計
割
当
数
量
（
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
）

一

一
〇
、
八
〇
〇

二

一
一
、
一
〇
〇

三

一
一
、
四
〇
〇

四

一
一
、
七
〇
〇

五

一
二
、
〇
〇
〇

六
年
目
及
び
そ
の
後
の
各
年

一
二
、
〇
〇
〇

４

Ｔ
Ｒ
Ｑ

Ｊ
Ｐ
２

小
麦

⒜

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
の
⒟
に
規
定
す
る
品
目
に
該
当
す
る
原
産
品
で
あ
っ
て
、
⒡
及
び
⒢
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
日
本
国
が
適
用
す
る
輸
入
差
益
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
無
税
と
な
る
も
の
の
各
年
に
お
け
る

合
計
割
当
数
量
並
び
に
当
該
原
産
品
の
各
年
に
お
け
る
最
低
売
渡
価
格
を
設
定
す
る
た
め
の
最
大
輸
入
差
益
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

年

合
計
割
当
数
量
（
メ
ー
ト
ル
・
ト

ン
）

最
低
売
渡
価
格
を
設
定
す
る
た
め

の
最
大
輸
入
差
益（
グ
ル
ー
プ
１
）

（
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
額

（
円
））

最
低
売
渡
価
格
を
設
定
す
る
た
め

の
最
大
輸
入
差
益（
グ
ル
ー
プ
２
）

（
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
額

（
円
））

一

一
二
〇
、
〇
〇
〇

一
五
・
三

一
五
・
一

二

一
二
六
、
〇
〇
〇

一
四
・
五

一
四
・
二

三

一
三
二
、
〇
〇
〇

一
三
・
六

一
三
・
二

四

一
三
八
、
〇
〇
〇

一
二
・
八

一
二
・
三

五

一
四
四
、
〇
〇
〇

一
一
・
九

一
一
・
三

六

一
五
〇
、
〇
〇
〇

一
一
・
一

一
〇
・
四

七

一
五
〇
、
〇
〇
〇

一
〇
・
二

九
・
四

八

一
五
〇
、
〇
〇
〇

九
・
四

八
・
五

九
年
目
及
び
そ
の
後
の
各
年

一
五
〇
、
〇
〇
〇

九
・
四

八
・
五

５

Ｔ
Ｒ
Ｑ

Ｊ
Ｐ
３

煎
っ
て
な
い
麦
芽

⒜

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
の
⒞
に
規
定
す
る
品
目
に
該
当
す
る
原
産
品
で
あ
っ
て
、
無
税
と
な
る
も
の
の
各
年
に

お
け
る
合
計
割
当
数
量
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

年

合
計
割
当
数
量
（
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
）

一

二
二
、
四
〇
〇

二

二
四
、
八
〇
〇

三

二
七
、
二
〇
〇

四

二
九
、
六
〇
〇

五

三
二
、
〇
〇
〇

六
年
目
及
び
そ
の
後
の
各
年

三
二
、
〇
〇
〇
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六
年
目
に
つ
い
て
は
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
五
円
二
十
銭

七
年
目
に
つ
い
て
は
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
四
円
八
十
銭

八
年
目
及
び
そ
の
後
の
各
年
に
つ
い
て
は
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
四
円
四
十
銭

nn

実
施
区
分
の
欄
に
「TRQ-n

」
を
掲
げ
る
品
目
に
該
当
す
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
品
目
に
適
用

可
能
な
関
税
割
当
て
の
条
件
で
あ
っ
て
、
次
款
に
定
め
る
も
の
に
従
う
も
の
と
す
る
。

３

２
に
規
定
す
る
関
税
の
撤
廃
又
は
削
減
の
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
る
引
下
げ
は
、
２
に
お
い
て
別
段
の
定
め
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
毎
年
均
等
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
款

関
税
割
当
て

１

こ
の
款
に
お
い
て
、
各
関
税
割
当
て
の
表
題
に
お
け
る
品
名
は
、
必
ず
し
も
網
羅
的
で
は
な
い
。
当
該
品
名
は
、

専
ら
利
用
者
が
こ
の
款
の
規
定
を
理
解
す
る
に
当
た
っ
て
の
便
宜
の
た
め
に
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
関
連
す
る
品
目

に
応
じ
て
設
定
さ
れ
る
各
関
税
割
当
て
の
適
用
範
囲
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
又
は
当
該
適
用
範
囲
に
代
わ
る

も
の
で
は
な
い
。

２

日
本
国
は
、
こ
の
協
定
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
お
け
る
年
の
残
存
期
間
が
十
二
箇
月
未
満
の
場
合
に
は
、
こ
の
協

定
が
効
力
を
生
じ
た
後
最
初
の
年
の
期
間
中
、
こ
の
款
に
定
め
る
割
当
数
量
に
、
分
母
を
十
二
と
し
、
分
子
を
こ
の

協
定
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
お
け
る
年
の
残
余
の
月
数
（
こ
の
協
定
が
効
力
を
生
ず
る
日
が
属
す
る
月
を
含
む
。）か

ら
成
る
整
数
と
す
る
分
数
を
乗
じ
て
得
た
割
当
数
量
を
、
割
当
て
の
申
請
者
が
利
用
可
能
な
も
の
と
す
る
。
こ
の
２

の
規
定
の
適
用
上
、
一
・
〇
未
満
の
端
数
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
（
〇
・
五
は
、
一
・
〇
と
す
る
。）。

⒝

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
の
⒞
に
規
定
す
る
品
目
に
該
当
す
る
原
産
品
で
あ
っ
て
、
⒜
に
定
め
る
合
計
割
当
数
量

を
超
え
て
輸
入
さ
れ
る
も
の
の
関
税
率
に
つ
い
て
は
、
当
該
原
産
品
の
輸
入
の
時
に
お
け
る
実
行
最
恵
国
税
率
と

す
る
。

⒞

⒜
及
び
⒝
の
規
定
は
、
関
税
分
類
番
号
一
九
〇
一
二
〇
・
二
二
二
、
一
九
〇
一
二
〇
・
二
三
二
、
一
九
〇
一
二

〇
・
二
三
五
及
び
一
九
〇
一
二
〇
・
二
四
三
の
品
目
に
該
当
す
る
原
産
品
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

⒟

日
本
国
は
、
先
着
順
に
よ
る
輸
入
許
可
手
続
を
通
じ
て
こ
の
Ｔ
Ｒ
Ｑ

Ｊ
Ｐ
１
の
規
定
に
よ
る
関
税
割
当
て
を

運
用
し
、
当
該
輸
入
許
可
手
続
に
従
っ
て
関
税
割
当
て
の
証
明
書
を
発
給
す
る
。

⒝

こ
の
Ｔ
Ｒ
Ｑ

Ｊ
Ｐ
２
の
規
定
の
適
用
上
、

グ
ル
ー
プ
１
と
は
、
ダ
ー
ク
・
ノ
ー
ザ
ン
・
ス
プ
リ
ン
グ
、
ハ
ー
ド
・
レ
ッ
ド
・
ウ
イ
ン
タ
ー
及
び
ウ
ェ
ス

タ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
の
小
麦
の
銘
柄
を
い
う
。

グ
ル
ー
プ
２
と
は
、

に
規
定
す
る
小
麦
の
銘
柄
以
外
の
全
て
の
小
麦
の
銘
柄
を
い
う
。

⒞

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
の
⒟
に
規
定
す
る
品
目
に
該
当
す
る
原
産
品
で
あ
っ
て
、
⒜
に
定
め
る
合
計
割
当
数
量

を
超
え
て
輸
入
さ
れ
る
も
の
の
関
税
率
に
つ
い
て
は
、
当
該
原
産
品
の
輸
入
の
時
に
お
け
る
実
行
最
恵
国
税
率
と

す
る
。

⒟

⒜
か
ら
⒞
ま
で
の
規
定
は
、
関
税
分
類
番
号
一
〇
〇
一
一
一
・
〇
一
〇
、
一
〇
〇
一
一
九
・
〇
一
〇
、
一
〇
〇

一
九
一
・
〇
一
一
、
一
〇
〇
一
九
一
・
〇
一
九
、
一
〇
〇
一
九
九
・
〇
一
一
、
一
〇
〇
一
九
九
・
〇
一
九
及
び
一

〇
〇
八
六
〇
・
二
一
〇
の
品
目
に
該
当
す
る
原
産
品
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

⒠

こ
の
Ｔ
Ｒ
Ｑ

Ｊ
Ｐ
２
の
規
定
に
よ
る
関
税
割
当
て
に
つ
い
て
は
、
世
界
貿
易
機
関
設
立
協
定
の
日
本
国
の
譲

許
表
に
お
け
る
関
税
割
当
て
の
外
に
設
定
す
る
も
の
と
し
、
農
林
水
産
省
（
以
下
「
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
」
と
い
う
。）又
は

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
を
承
継
す
る
者
が
、
国
家
貿
易
企
業
と
し
て
、
売
買
同
時
契
約
（
以
下
「
Ｓ
Ｂ
Ｓ
」
と
い
う
。）方
式
を

用
い
て
運
用
す
る
。

⒡

こ
の
Ｔ
Ｒ
Ｑ

Ｊ
Ｐ
２
の
規
定
の
適
用
上
、「
最
低
売
渡
価
格
を
設
定
す
る
た
め
の
最
大
輸
入
差
益
」
と
は
、
Ｍ

Ａ
Ｆ
Ｆ
又
は
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
を
承
継
す
る
者
が
最
低
売
渡
価
格
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
又
は
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ

を
承
継
す
る
者
が
産
品
に
対
し
て
支
払
う
額
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
額
を
い
う
。
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
又
は
Ｍ
Ａ

Ｆ
Ｆ
を
承
継
す
る
者
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
お
け
る
最
低
売
渡
価
格
と
等
し
い
額
又
は
そ
れ
を
超
え
る
額
で
の
応
札

に
つ
い
て
は
、
当
該
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
お
け
る
入
札
数
量
の
全
て
が
よ
り
高
い
額
で
応
札
さ
れ
な
い
限
り
、
当
該
応

札
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
。

⒢

Ｓ
Ｂ
Ｓ
取
引
の
際
に
産
品
に
対
し
て
購
入
者
が
支
払
う
額
と
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
又
は
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
を
承
継
す
る
者
が
支
払

う
額
と
の
差
額
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
又
は
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
を
承
継
す
る
者
が
当
該
産
品
に
つ
い
て
の
輸
入
差
益
と

し
て
保
有
す
る
。
当
該
輸
入
差
益
に
つ
い
て
は
、
最
低
売
渡
価
格
を
設
定
す
る
た
め
の
最
大
輸
入
差
益
よ
り
も
大

き
い
も
の
と
な
り
得
る
が
、
世
界
貿
易
機
関
設
立
協
定
の
日
本
国
の
譲
許
表
に
基
づ
き
当
該
産
品
に
つ
い
て
許
容

さ
れ
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
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